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　点
てん

字
じ

は、目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

のためにつくられた文
も

字
じ

で、指
ゆび

先
さき

でさわ

って読
よ

みます。もり上
あ

がった６つの点
てん

の組
く

み合
あ

わせで、わたしたち

が使
つか

っている、ほとんどのことばをあらわすことができます。ただ

し、そのためには、いくつかの決
き

まりごとをおぼえる必
ひつ

要
よう

がありま

す。また、指
ゆび

先
さき

でさわって点
てん

字
じ

をすらすら読
よ

み進
すす

めることができる

ようになるまでには、時
じ

間
かん

もかかります。

　この本
ほん

の目
もく

的
てき

は、点
てん

字
じ

を読
よ

むために最
さい

低
てい

限
げん

必
ひつ

要
よう

な決
き

まりをみなさ

んにおぼえてもらい、かんたんな点
てん

字
じ

を読
よ

むことができるようにな

ること。そして、点
てん

字
じ

について、より深
ふか

く興
きょう

味
み

を持
も

ってもらうこと

です。さわって読
よ

むことができなくても、身
み

近
ぢか

にある点
てん

字
じ

を見
み

て、

そこに何
なに

が書
か

いてあるかがわかるようになれば、そこにある点
てん

字
じ

の

役
やく

割
わり

や目
もく

的
てき

を知
し

ることができますし、目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

のくらしの不
ふ

便
べん

さやこまっていることを知
し

ることもできるでしょう。点
てん

字
じ

につい

て知
し

ることは、その点
てん

字
じ

を使
つか

う人
ひと

について知
し

ることでもあるのです。

　まずは、点
てん

字
じ

の世
せ

界
かい

への第
だい

一
いっ

歩
ぽ

をふみ出
だ

してみてください。今
いま

ま

でとは、ちがった世
せ

界
かい

が見
み

えてくるはずです。

この本
ほん

の使
つか

い方
かた

………………………………………………… 4
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目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆ う

な人
ひ と

のために
つくられた文

も

字
じ

　点
てん

字
じ

は、目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

が、直
ちょく

接
せつ

指
ゆび

でさ

わって読
よ

む文
も

字
じ

です。今
いま

から約
やく

200年
ねん

前
まえ

に

フランスのルイ・ブライユによって考
かんが

え出
だ

されました。日
に

本
ほん

には明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に伝
つた

わり、

石
いし

川
かわ

倉
くら

次
じ

が日
に

本
ほん

人
じん

向
む

けの点
てん

字
じ

を考
かんが

えました。

　いっぽう、ひらがなやカタカナ、漢
かん

字
じ

な

どは、すべて「墨
すみ

字
じ

」といいます。

点
て ん

の大きさや配
は い

置
ち

には
一
い っ

定
て い

の決
き

まりがある

　みなさんがふだん読
よ

み書
か

きしている「墨
すみ

字
じ

」は、文
も

字
じ

の大
おお

きさや書
しょ

体
たい

がちがってい

ますね。

　しかし、点
てん

字
じ

は一
ひと

マスの大
おお

きさや点
てん

の高
たか

さ、配
はい

置
ち

などがキッチリと決
き

められていま

す。これが一
いっ

定
てい

でないと、読
よ

む人
ひと

が混
こん

乱
らん

し

てしまうからです。

すべて横
よ こ

書
が

きで書
か

かれ
左
ひだり

から右
み ぎ

に読
よ

む

　墨
すみ

字
じ

は横
よこ

書
が

きと縦
たて

書
が

きの両
りょう

方
ほう

を使
つか

うこと

ができます。しかし、点
てん

字
じ

は必
かなら

ず横
よこ

書
が

きで

あらわされます。読
よ

む方
ほう

向
こう

は横
よこ

書
が

きの墨
すみ

字
じ

と同
おな

じで、左
ひだり

から右
みぎ

へ読
よ

み進
すす

みます。

　また、点
てん

字
じ

にはひらがな、カタカナ、漢
かん

字
じ

の区
く

別
べつ

がありません。そのため文
ぶん

章
しょう

にし

たときに、とても長
なが

くなります。

６つの点
て ん

の組
く

み合
あ

わせで
さまざまなことばをあらわす

　点
てん

字
じ

は、もり上
あ

がった６つの点
てん

を組
く

み合
あ

わせることで、文
も

字
じ

をあらわします。たて

に３点
てん

、横
よこ

に２点
てん

にならんだ６つの点
てん

は、

位
い

置
ち

によって番
ばん

号
ごう

がわり当
あ

てられています。

　①、②、④の点
てん

は「あいうえお」の母
ぼ

音
いん

、

③、⑤、⑥の点
てん

は「かさたなはまら」の子
し

音
いん

をあらわすのが基
き

本
ほん

です。

　点
てん

字
じ

は指
ゆび

先
さき

でさわります。人
にん

間
げん

の指
ゆび

先
さき

には、神
しん

経
けい

という刺
し

激
げき

を感
かん

じる組
そ

織
しき

がたくさん集
あつ

まってい

るので、ごくわずかな凸
でこ

凹
ぼこ

もしっかり感
かん

じ取
と

るこ

とができるのです。

　ここで実
じっ

験
けん

をしてみましょう。友
とも

だちとふたり

１
ひと

組
くみ

になり、つまようじを２〜３本
ぼん

用
よう

意
い

します。ど

ちらかが目
め

をつぶり、もう一
いっ

方
ぽう

が「１本
ぽん

」「２本
ほん

」「３

本
ぼん

」と本
ほん

数
すう

を変
か

えて指
ゆび

先
さき

にあてていきます。目
め

を

つぶっていても本
ほん

数
すう

のちがいがわかるはずです。

指
ゆ び

先
さ き

でさわる理
り

由
ゆ う

1

2

3

4

5

6

点
て ん

字
じ

って、なに？

「てんじ」
と書

か

いて
あるよ！

左
ひだり

から右
みぎ

へ

4.4

2.9

0.3

2.2

1.3

直
ちょっ

径
けい

は約
やく

1.3ミリ、
高
たか

さは約
やく

0.3ミリ

実
じっ

際
さい

の大
おお

きさ

点
てん

の間
あいだ

は
約
やく

2.2ミリ、
マスの間

あいだ

は
約
やく

2.9ミリ。

点
てん

字
じ

って、どんな文
も

字
じ

なんだろう。
だれのためにつくられた文

も

字
じ

で、どんなしくみなのかな？

６つの点
てん

をあ
わせて一

ひと

マス
というよ。

16 17

（� ）

（� ）

（� ）（� ）

（� ）

（� ） （� ）

人
ひと

を乗
の

せて道
どう

路
ろ

を走
はし

るよ。

真
ま

っ赤
か

な野
や

菜
さい

だよ。

お腹
なか

の反
はん

対
たい

といえば？

散
さん

歩
ぽ

につれて行
い

くよ。

おひさまがのぼる時
とき

だよ。 首
くび

がとても長
なが

い動
どう

物
ぶつ

だよ。

ここまでで五
ご

十
じゅう

音
おん

の点
てん

字
じ

はおぼえられたかな？　このページでは、
イラストやヒントをもとにしてかんたんな点

てん

字
じ

を読
よ

んでみよう！

なにが書
か

いてあるのかな？

音
おと

や声
こえ

を聞
き

くのに使
つか

うところだよ。

答
こた

えは45ページだよ。

く　る　ま

ト　マ　ト

せ　な　かみ　み

い　ぬ

あ　さ き　り　ん
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五
ご

十
じ ゅ う

音
お ん

の読
よ

みかた
ここまでで母

ぼ

音
いん

と子
し

音
いん

について、しっかり
と理

り

解
かい

することができたかな？　
ここからは五

ご

十
じゅう

音
おん

それぞれのつくりをおぼ
えていこう。

①、②、④の点
てん

だけを使
つか

った母
ぼ

音
いん

。点
てん

字
じ

の組
く

み合
あ

わ

せの基
き

本
ほん

になります。

母
ぼ

音
いん

に③と⑤の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。やは

り子
し

音
いん

の点
てん

が２つなので、つまった感
かん

じがします。

母
ぼ

音
いん

に⑤と⑥の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。子
し

音
いん

の点
てん

が２つなので、つまった感
かん

じがします。

右
みぎ

下
した

のすみにある⑥の子
し

音
いん

の点
てん

を、母
ぼ

音
いん

につけ足
た

して

あらわします。

母
ぼ

音
いん

に③の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。子
し

音
いん

がひ

とつだけなので、すっきりした感
かん

じがします。

あ い う え お た ち つ て と

さ し す せ そ

か き く け こ な に ぬ ね の

あ行
ぎょう

た行
ぎょう

さ行
ぎょう

か行
ぎょう

な行
ぎょう

左
ひだり

上
うえ

の点
てん

一
ひと

つだけ。

左
ひだり

側
がわ

の３つの点
てん

すべてを使
つか

うよ。左
ひだり

上
うえ

と右
みぎ

下
した

に１点
てん

ずつ。

母
ぼ

音
いん

の点
てん

をすべて使
つか

うよ。

右
みぎ

下
した

にある「と」と逆
ぎゃく

の形
かたち

だね。

⑥以
い

外
がい

のすべての点
てん

を使
つか

うよ。

「な行
ぎょう

」は⑤、⑥の点
てん

は使
つか

わないよ。13ページの「た」と逆
ぎゃく

の形
かたち

だね。

な
し

子
し

音
いん

は 子
し

音
いん

は

子
し

音
いん

は 子
し

音
いん

は

子
し

音
いん

は

赤
あか

い点
てん

が母
ぼ

音
いん

、青
あお

い点
てん

が子
し

音
いん

ね。

右
みぎ

向
む

きの三
さん

角
かく

形
けい

（▶）だね。

左
ひだり

向
む

きの三
さん

角
かく

形
けい

（◀）だね。

こ 使
つ か

の い本
ほ ん

方
か た

の

点
て ん

字
じ

のことを知
し

る 書
か

いてある点
て ん

字
じ

を読
よ

む

点
て ん

字
じ

をおぼえる
　教

きょう

育
いく

目
もく

的
てき

で使
つか

う場
ば

合
あい

にかぎり、この本
ほん

は、自
じ

由
ゆう

にコピーするこ
とができます。点

てん

字
じ

を読
よ

む練
れん

習
しゅう

のページは、紙
かみ

にコピーして答
こた

え
を書

か

きこむようにすれば、何
なん

度
ど

もくり返
かえ

し使
つか

うことができます。

先
せん

生
せい

方
がた

や、おうちの方
かた

へ

点
てん

字
じ

のことを、より深
ふか

く理
り

解
かい

するために。 ページをコピーして記
き

入
にゅう

らんに点
てん

字
じ

の読
よ

みを書
か

きこむ。

点
てん

字
じ

のしくみと意
い

味
み

をしっかりと理
り

解
かい

するために。

何
なん

度
ど

も
くり返

かえ

して
使
つか

えるよ。

点
てん

字
じ

への理
り

解
かい

が
深
ふか

まるアドバイ
スだよ。

五
ご

十
じゅう

音
おん

をおぼえ
るときは母

ぼ

音
いん

と
子
し

音
いん

に、二
ふた

マス
で１字

じ

をあらわ
す場

ば

合
あい

は符
ふ

号
ごう

の
色
いろ

をわけて、わ
かりやすくして
いるよ。

答
こた

えを書
か

きこむ
記
き

入
にゅう

らん。
コピーをとって、
書
か

きこもう。

ヒントとイラス
トを見

み

て答
こた

えを
書
か

きこんでみよ
う。
２回

かい

目
め

は、コピ
ーするときにヒ
ントとイラスト
をかくしてみよ
う。

ページ内
ない

のテー
マに関

かん

係
けい

する情
じょう

報
ほう

は、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、コラムで
解
かい

説
せつ

しているよ。

点
てん

字
じ

について、
知
し

っているとよ
り深

ふか

く理
り

解
かい

でき
る知

ち

識
しき

をわかり
やすく解

かい

説
せつ

して
いるよ。

このページは
コピーして
使
つか

おう！

まちがえた
ところは
何
なん

度
ど

もやろう。
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と書

か

いて
あるよ！

左
ひだり

から右
みぎ

へ

4.4

2.9

0.3

2.2

1.3

直
ちょっ

径
けい

は約
やく

1.3ミリ、
高
たか

さは約
やく

0.3ミリ

実
じっ

際
さい

の大
おお

きさ

点
てん

の間
あいだ

は
約
やく

2.2ミリ、
マスの間

あいだ

は
約
やく

2.9ミリ。

点
てん

字
じ

って、どんな文
も

字
じ

なんだろう。
だれのためにつくられた文

も

字
じ

で、どんなしくみなのかな？

６つの点
てん

をあ
わせて一

ひと

マス
というよ。
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五
ご

十
じ ゅ う

音
お ん

の読
よ

みかた
ここまでで母

ぼ

音
いん

と子
し

音
いん

について、しっかり
と理

り

解
かい

することができたかな？　
ここからは五

ご

十
じゅう

音
おん

それぞれのつくりをおぼ
えていこう。

①、②、④の点
てん

だけを使
つか

った母
ぼ

音
いん

。点
てん

字
じ

の組
く

み合
あ

わ

せの基
き

本
ほん

になります。

母
ぼ

音
いん

に③と⑤の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。やは

り子
し

音
いん

の点
てん

が２つなので、つまった感
かん

じがします。

母
ぼ

音
いん

に⑤と⑥の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。子
し

音
いん

の点
てん

が２つなので、つまった感
かん

じがします。

右
みぎ

下
した

のすみにある⑥の子
し

音
いん

の点
てん

を、母
ぼ

音
いん

につけ足
た

して

あらわします。

母
ぼ

音
いん

に③の点
てん

をつけ足
た

してあらわします。子
し

音
いん

がひ

とつだけなので、すっきりした感
かん

じがします。

あ い う え お た ち つ て と

さ し す せ そ

か き く け こ な に ぬ ね の

あ行
ぎょう

た行
ぎょう

さ行
ぎょう

か行
ぎょう

な行
ぎょう

左
ひだり

上
うえ

の点
てん

ひとつだけ。

左
ひだり

側
がわ

の３つの点
てん

すべてを使
つか

うよ。左
ひだり

上
うえ

と右
みぎ

下
した

に１点
てん

ずつ。

母
ぼ

音
いん

の点
てん

をすべて使
つか

うよ。

右
みぎ

下
した

にある「と」と逆
ぎゃく

の形
かたち

だね。

⑥以
い

外
がい

のすべての点
てん

を使
つか

うよ。

「な行
ぎょう

」は⑤、⑥の点
てん

は使
つか

わないよ。13ページの「た」と逆
ぎゃく

の形
かたち

だね。

な
し

子
し

音
いん

は 子
し

音
いん

は

子
し

音
いん

は 子
し

音
いん

は

子
し

音
いん

は

赤
あか

い点
てん

が母
ぼ

音
いん

、青
あお

い点
てん

が子
し

音
いん

ね。

右
みぎ

向
む

きの三
さん

角
かく

形
けい

（▶）だね。

左
ひだり

向
む

きの三
さん

角
かく

形
けい

（◀）だね。
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（� ）

（� ）

（� ）（� ）

（� ）

（� ） （� ）

人
ひと

を乗
の

せて道
どう

路
ろ

を走
はし

るよ。

真
ま

っ赤
か

な野
や

菜
さい

だよ。

お腹
なか

の反
はん

対
たい

といえば？

散
さん

歩
ぽ

につれて行
い

くよ。

おひさまがのぼる時
とき

だよ。 首
くび

がとても長
なが

い動
どう

物
ぶつ

だよ。

ここまでで五
ご

十
じゅう

音
おん

の点
てん

字
じ

はおぼえられたかな？　このページでは、
イラストやヒントをもとにしてかんたんな点

てん

字
じ

を読
よ

んでみよう！

なにが書
か

いてあるのかな？

音
おと

や声
こえ

を聞
き

くのに使
つか

うところだよ。

答
こた

えは45ページだよ。

く　る　ま

ト　マ　ト

せ　な　かみ　み

い　ぬ

あ　さ き　り　ん
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二
ふた

マスが１セットになっている点
てん

字
じ

はおぼえられたかな？
どこまでおぼえたかチェックしてみよう。

この点
て ん

字
じ

、読
よ

めるかな？

（� ）

（� ）（� ）

（� ）

（� ） （� ）

（� ）

学
がっ

校
こう

の給
きゅう

食
しょく

にも、よく出
で

るね。

細
ほそ

長
なが

くて手
て

足
あし

がない動
どう

物
ぶつ

だよ。

かたいものをよくかじる小
ちい

さな動
どう

物
ぶつ

。

幼
よう

虫
ちゅう

の間
あいだ

は水
みず

の中
なか

でくらしているよ。

丸
まる

い根
ね

の部
ぶ

分
ぶん

を食
た

べる野
や

菜
さい

だよ。

からだが大
おお

きくて、鼻
はな

が長
なが

い動
どう

物
ぶつ

。

答
こた

えは45ページだよ。

暑
あつ

い地
ち

方
ほう

で栽
さい

培
ばい

されるくだものだよ。

墨
すみ

字
じ

では「う」だよ（34ページ）。

か　ぶ

パ　ン バ　ナ　ナ

へ　び

ね　ず　みぞ　ー

と　ん　ぼ
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あ行
ぎょう

アルファベット………………………… 32

石
いし

川
かわ

倉
くら

次
じ

…………………………………… 6

エクスクラメーションマーク………… 38

大
おお

文
も

字
じ

符
ふ

………………………………… 33

か行
ぎょう

外
がい

字
じ

符
ふ

…………………………………… 32

かぎ……………………………………… 39

感
かん

嘆
たん

符
ふ

…………………………………… 38

疑
ぎ

問
もん

符
ふ

…………………………………… 38

クエスチョンマーク…………………… 38

句
く

点
てん

……………………………………… 38

五
ご

十
じゅう

音
おん

…………………………………… 12

さ行
ぎょう

子
し

音
いん

……………………………………6、10

子
し

音
いん

の配
はい

置
ち

……………………………… 11

数
すう

字
じ

……………………………………… 30

数
すう

符
ふ

……………………………………… 30

墨
すみ

字
じ

…………………………………… 6、7

促
そく

音
おん

……………………………………… 15

た行
ぎょう

だく音
おん

……………………………… 20、21

長
ちょう

音
おん

……………………………………… 15

つなぎ符
ふ

………………………………… 31

点
てん

字
じ

の決
き

まり…………………………… 34

点
てん

線
せん

……………………………………… 39

読
とう

点
てん

……………………………………… 38

特
とく

殊
しゅ

音
おん

…………………………………… 24

な行
ぎょう

中
なか

点
てん

……………………………………… 39

波
なみ

線
せん

……………………………………… 39

は行
ぎょう

発
はつ

音
おん

………………………………… 10、34

半
はん

だく音
おん

…………………………… 20、21

一
ひと

マス……………………………………… 6

二
ふ

重
たえ

かぎ………………………………… 39

母
ぼ

音
いん

……………………………………6、10

母
ぼ

音
いん

の配
はい

置
ち

……………………………… 11

ま行
ぎょう

まるカッコ……………………………… 39

や行
ぎょう

よう音
おん

…………………………………… 22

ようだく音
おん

……………………………… 23

よう半
はん

だく音
おん

  ………………………… 23

ら行
ぎょう

ルイ・ブライユ…………………………… 6

ローマ字
じ

………………………………… 10

わ行
ぎょう

分
わ

かち書
が

き……………………………… 35

さ く い ん点
て ん

字
じ

の決
き

まりをたしかめよう

この組
く

み合
あ

わせ、読
よ

めるかな？

36～37ページ

40～44ページ

　36ページ

　　うちゅー　　すいどー　　おはよー

　37ページ

　　きょーと　　ぎゅーにゅー

　分
わ

かち書
が

きをしてみよう

　40ページ

　　10えん　　２リットル　　３りんしゃ

　41ページ

　　30cm　　E
イー

メール　　Ｄ
ディー

Ｖ
ブイ

Ｄ
ディー

　　Ｊ
ジェイ

Ｒ
アール

　42ページ

　　ボーリング　　ゆのみぢゃわん　　くーきを　すう　　やまえ　いった

　43ページ

　　これ　なあに？　　　あ！　ねこ！　　　くてん（まる）　　　「こんにちわ」

　44ページ

　　あさ、　おきた。　よく　はれて　いた。

　　「どこえ　いくの」「うみえ　いきます」

　　うみの　いえで、　カレーを　たべた。

たっなにさあいむさ

あ か い く つ を は く
ある１語

ご

を、こと
ばとことばの間

あいだ

に
入
い

れると分
わ

けやす
くなったね。

数
すう

字
じ

やアルファ
ベットは、どん
な符

ふ

号
ごう

がついた
かな？

　　これ　なあに？　　　あ！　ねこ！　　　くてん（まる）　　　「こんにちわ」

※ 点
てん

字
じ

を２行
ぎょう

以
い

上
じょう

にわたって書
か

くときには、書
か

き出
だ

しの位
い

置
ち

についての決
き

まりが
ありますが、この本

ほん

では、わかりやすくするため、使
つか

っていません。



１ ２ ３ ４ ５

前に数符　    をつける

数字

６ ７ ８ ９ ０

すう　じ

まえ すう  ふ

まえ

よう音
前に　   をつける
まえ

前に　   をつける
まえ

アルファベット
前に外字符　   をつける　大文字は文字の前に大文字符　　をつける

がい   じ　 ふ も    じ　       まえおお   も　 じ おお   も　 じ　 ふ

～ ～ ～

あ い う え お

が ぎ ぐ げ ご

ざ じ ず ぜ ぞ

だ ぢ づ で ど

ば び ぶ べ ぼ

て と

の

ほ

も

よ

ろ

た ち つ

な に ぬ ね

は ひ ふ へ

ま み む め

や ゆ

ら り る れ

わ を

ん

っ

ぴゃ ぴゅ ぴょぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

基本は母音＋子音
 き   ほん         ぼ   いん　　   し   いん

まえ

だく音

半だく音

促音符
そく    おん     ふ ちょう  おん     ふ

ー

長音符

よう半だく音

五十音
ご   じゅう  おん

おん

おんはん

か き く け こ

さ し す せ そ

ア行
ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ぎょう

おん　ふ

カ行

サ行

タ行

ナ行

ハ行

マ行

ヤ行

ワ行

はつ音符

ラ行

前に　   をつける

前に　   をつける前に　   をつける

おんはん

まえ まえ

きゃ きゅ きょ

しゃ しゅ しょ

ちゃ ちゅ ちょ

にゃ にゅ にょ

ひゃ ひゅ ひょ

みゃ みゅ みょ

おん

りゃ りゅ りょ

ぎゃ ぎゅ ぎょ

じゃ じゅ じょ

ぢゃ ぢゅ ぢょ

びゃ びゅ びょ

ようだく音
おん

ヴョ

ウィ ウェ ウォ ヴェ ヴォヴァ ヴィ

グィ グェ グォクァ クィ クェ クォ グァ

ツァズィスィ ツィ ツェ ツォ

ドゥティ テュ トゥディ デュ

ファ フィ フュフェ フォ フョ ヴュ

ヴ

イェ シェキェ ジェ チェ ニェ ヒェ

とくしゅ音
おん

i

j

x y

k l m

z

n o

f g ha b c d e

u v w

p q r

s t

まえ

記号・符号
き   ごう ふ   ごう

数字や数式で使う記号
つか すう　じ すう  しき き　ごう

～ ・・・ 「　　」。
句点
く てん

か ごう

とうてん

げんごう じょうごう じょごう とうごう

ふたえ

しょうすうてん

なかてん なみせん ぼうせん てんせんかんたん ふ ぎ  もん ふ

加号 減号 乗号 除号 等号 小数点

読点 感嘆符 疑問符 中点 波線 棒線 点線 かぎ 二重かぎ まるカッコ

、 ！ ？ ・ （     ）『      』

＝ .＋ ー × ÷

点字をさわってみよう
じてん

❶点字を読んでみよう

❷点字を書いてみよう

❸点字をさがしてみよう

❹点字をささえる人びと

❺点字を必要とする人びと

❻点字を生み出した人びと

監修／日本点字委員会
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